
書類交付及び教務ガイダンス

建築都市工学部 住居・インテリア学科 １年次



書類交付

一番前の机上の配付物

順路

下記の順路に沿って各自配付資料を受け取り座席に着席してください。

① まずステージ上の配付物を一人一部ずつ取り、座席に座ってください。

② 着席の際は、番号札がついている座席に座ってください。

③ 着席後、アンケート説明資料を確認し、

アンケートに必ず回答してください。

（アンケートの回答をもって出席とします）



アンケート

１年次ガイダンス座席位置確認のお願い
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教務ガイダンス

建築都市工学部 住居・インテリア学科 1年次

教務部



スケジュール

大学とは

履修登録の仕方（時間割作成）

卒業するためには

大学生活を過ごす上で



高校と大学の違い

高校 大学

学期制 3学期制（原則） 2学期制（前学期・後学期）

授業時間 50分 100分

授業時間割
（履修）

指定されている
（クラス共通）

自分自身で選択する

クラス制及び
クラス担任

あり
（1クラス10～20人程度）

あり
（ゼミナール担当教員）

教室 指定されている
（クラス共通）

選択した授業科目によって異なる
（授業科目ごとに指定）

卒業要件 学年制（原則） 単位制（124単位以上）

各学部の卒業に必要な単位数を修得する

大学生は「自己選択→自己決定→自己責任」



学生便覧

在学中、すべてのルールは
学生便覧に基づいている

学年暦(P.1)

1年間のスケジュール

一般のカレンダーと異なり、

休暇期間・祝日授業日等
を掲載



学年暦

4月 5月 6月 7月 8月 9月
10
月

11
月

12
月

1月 2月 3月

授業開始日

補講日（土曜日）

定期試験

祝日授業実施日

成績公開日

休業開始日

4/8～ 全14回

4/9,4/23,5/6,5/14,5/28,6/11,
6/25,7/9,7/23

7/25～7/30

9/15～ 全14回

9/19,9/23,11/23

9/24,10/8,10/15,11/12,11/26,12/3,
12/17

1/16～1/21

3/10
8/30

前学期 後学期

夏季休業 7/31～ 冬季休業 12/27～

7/18

履修ガイドＰ.1



K’sLife（ケーズライフ）

個人の履修登録、成績、連絡通知について
閲覧可能なＷEBサイト

※毎日確認すること



教務部HP

時間割、その他連絡について
閲覧可能なＷEBサイト



履修登録

自分で時間割を作成し、
K’sLifeで授業科目を

WEB登録すること

本年度の履修に関する手引書。
講義受講の注意事項を記載。

必ず一読し、履修登録すること。



シラバス

授業科目の内容・学修計画等を記載

K’sLifeで閲覧可能

※シラバスを確認の上で
履修登録すること



出席

出席の登録は、各教室に設置のICカードリーダに
学生証をかざす必要がある。

※学生証をかざす時間帯には注意すること。

履修ガイドＰ.5

入室登録
授業開始10分前から

授業開始（チャイム）まで

退室登録
授業終了15分前から

授業終了10分後まで

※遠隔授業は別途指示に従うこと



休講・補講

休講：授業担当者のやむを得ない理由で
授業が行われないこと。

補講：休講した授業を補うために行う授業。
土曜日または平日の６限に実施。

※休講・補講の情報はK’sLifeで通知。

履修ガイドＰ.5



大学の学修

時間割を作成、WEB履修登録を行う1

授業に出席2

レポート提出等、定期試験3

卒業に必要な単位を修得4

卒業5
学生便覧・履修ガイド・
授業時間割表を参照すること

時間割確定後、教科書を購入

休講・補講に気を付けること



スケジュール

大学とは

履修登録の仕方（時間割作成）

卒業するためには

大学生活を過ごす上で



卒業要件と単位認定方法

「学則」大学全体に関するルール

・第15条：卒業要件
別表第10は、P.67に記載。

卒業までに１２４単位以上必要。

・第18条：単位の認定
授業科目修了の認定は、筆記又は口頭による試験や
その他適当な方法によって行われる。

成績評価は以下表示形式。

秀(Ｓ)・優(Ａ)・良(Ｂ)・可(Ｃ)・不可(Ｄ/Ｅ)

学生便覧Ｐ.8
単位修得



教育課程

基礎教育科目

広く様々な学問を学び
人間力を養う

外国語科目

外国語によるコミュニ
ケーション能力を養う
（英語・初修外国語）

「聞く.話す.読む.書く」

専門科目

特定の分野について
専門的に学ぶ

（学部・学科で異なる）

卒業（１２４単位以上）



卒業要件 【選択必修・選択科目について】

建築都市工学部 履修規程第５条：卒業要件

学生便覧Ｐ.169



卒業要件 【選択必修・選択科目について】

〈専門科目〉
年次別授業科目配当表
まずは「１年次」の欄を見よう

4年間で履修できる専門科目が
全て記載されている。

＊＝必修科目
必修科目は必ず履修しよう！

学生便覧Ｐ.183



卒業要件 【外国語科目について】

〈基礎教育科目・外国語科目〉
年次別授業科目配当表
4年間で履修できる基礎教育科目
と外国語科目が
全て記載されている。

《卒業するまでに必要な単位数》

基礎教育科目：14単位以上

《卒業するまでに必要な単位数》

外国語 英語：６単位以上
※英語以外の外国語は

卒業要件に含まれません。



卒業要件 【修得推奨単位について】

左表を参考に、

卒業までの計画的な

単位修得を心掛けてく
ださい。

1年間を2学期制で実施する
ことを「セメスター制」と
いう。
1年間に2セメスター実施。



卒業要件 【履修制限について】

●1年間で履修できる上限単位数

44単位

●半期で履修できる上限単位数

28単位
※後学期の基礎数学再履修クラス、集中講義科目は
履修上限には含まれません。

学生便覧Ｐ.170

建築都市工学部履修規程第１４条：履修制限

※注意：落とした単位数もカウントされます。



卒業要件 【履修制限について】

1年次 ２年次 ３年次 ４年次 卒業

① ３年次進級要件

② 卒業研究着手要件

③ 卒業要件

各年次ごとに履修制限があるため、しっかり理解して
計画的に履修登録を行ってください。

入学から卒業までの履修制限

入学



卒業要件 【履修制限について】

≪① ３年次進級要件≫

１年次及び２年次に配当されている授業科目（基礎数学、基礎物理を含
む）を56単位以上修得していなければ２年次のままとし、
３年次に進級することができない。

1年次 ２年次 ３年次 ４年次 卒業

① 3年次進級要件

学生便覧Ｐ.171つまり・・・卒業延期決定！！



卒業要件 【履修制限について】

≪② 卒業研究着手要件≫

卒業に必要な124単位のうち、第1年次及び第2年次配当の
必修科目の48単位以上を含む100単位以上を修得していること。

1年次 ２年次 ３年次 ４年次 卒業

② 卒業研究着手要件

学生便覧Ｐ.170

つまり・・・卒業延期決定！！



卒業要件

≪③ 建築都市工学部卒業要件≫

1年次 ２年次 ３年次 ４年次 卒業

③ 卒業要件

卒業するまでに必要な単位は、124単位
ただし、下記の卒業要件を満たさなければならない。

学生便覧Ｐ.169



スケジュール

大学とは

履修登録の仕方（時間割作成）

卒業するためには

大学生活を過ごす上で



授業時間割

①「建築都市工学部科目授業時間割表」

②「KSU基盤教育科目・教職・留学生（日本事情）科目」

③「KSU基盤教育科目（外国語科目・留学生の日本語）」

※ ②と③は全学共通

本日配布している授業時間割表は3種類



授業時間割 【見方について】

時間割表には・・・
期別（前学期/後学期/通年）、講義科目、担当者、講義室等が記載

※必ず確認して欲しい点！
①科目区分
②履修可能年度



授業時間割 【専門科目の注意点】

「基礎数学」「基礎物理」 / 「補習授業」
プレイスメントテストの結果でクラス分け。

※下位クラスは「補習授業」がセットになります！

「補習授業」が登録されていた方は、必ず出席しましょう。

「基礎数学」「基礎物理」は、進級に関わる大切な科目。

数学や物理のことで分からないことがあれば、
基礎教育サポートセンター（8号館2階）を利用しましょう。

事前に履修登録されている専門科目



授業時間割 【見方について（2）】

①必修「＊」を
履修する！

必ず入学年次を確認！

②履修されている
科目は履修する！

③再履修クラスは
前期に落とした
学生のみ！

後期 水4「基礎数学」
後期 木2「基礎物理」

④「補習授業」が
登録されている場
合、必ず出席！
1年次で必ず修得しよう

4



８ ２ ０ ９

号館 階数 ８号館２階の
「８２０９」教室

授業時間割 【教室の見方について】



授業時間割 【見方について】

教室の見方

Ｎ１０１・・・・１号館１階北側１０１教室
２Ｅ３０１・・・２号館３階東側 ３０１教室
８３１５・・・・８号館３階 ８３１５教室
１２１０７・・・・・１２号館１階 １２１０７教室
４２番・・・・・中央会館4階４２番教室
ﾊﾟｿｺﾝ教室1・・・中央会館4階 ﾊﾟｿｺﾝ教室
OA2・・・１号館6階 OA教室2

履修ガイドＰ.6

授業時間割を変更する場合
①授業追加
②受講者数等の理由で教室変更
③担当者変更等
※教務部HPに掲載

履修ガイド+K`sLife利用ガイドにも
記載されています。



授業時間割 【英語クラスについて】

●「Reading & Writing Ⅰ・Ⅱ」
●「Listening &  Speaking Ⅰ・Ⅱ」
英語プレイスメントテスト結果によりクラス分け。

4/7に登録されるため、K’sLifeを確認すること。

事前に履修登録されている外国語科目

教務部



基礎教育科目の履修登録について

国語科目：「実用国語(文章力）」「人文科学の世界」
「実践クロス講座（応用国語）」

4月2日(土)に実施した国語プレイスメントテストの

結果により、以下の科目が履修登録されている場合が

あります。この場合は必ず履修し、単位を修得するよう

にしてください。

★「大学スタディスキル」は、履修登録がされています。
１年生のゼミ科目になります。担当教員がクラス担任に
なりますので、必ず確認をしておいてください。



新規科目の紹介 【令和4年度からの科目】

AI導入
AIが社会において与える影響を学び、AIの技術的な仕組

みについて学ぶ科目

プログラミング導入 プログラミングに関する基礎知識を深める科目

データリテラシー
高度な数理的分析の前提となるデータの読み方や考え方

に関する基本的事項について学ぶ科目

消費者リテラシー
日常生活を送るうえで必ず関わる消費者問題について、

その基本概念を学ぶ科目

実践コラボ講座
（ダイバーシティ）

多用な人材（ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ）を採用し、彼らの能力を活かし
て組織にプラスの効果をもたらす人事戦略を学ぶ科目

実践コラボ演習
（SDGs）

SDGsとの関りが、人類と地球との関係に重要な役割を
果たすことを学ぶ科目

実践コラボ演習
（AIと社会）

人間とAIとが協働する社会に適応するための講義・演習
を行う科目

くらしの中の数学
社会や暮らしに関連した話題について、数学を用いて考

察することを学ぶ科目

皆さんの将来に役に立つ授業となっていますので、

積極的な受講をおすすめします。



ＡＩ・データサイエンス副専攻について

① 社会において必要とされる、ＡＩ・データサイエンス

に関する基礎的な教養を修得する。

② 本学に設置する分野から、横断的に
ＡＩ・データサイエンスに関する

様々な知識・経験を得る。

③ 体系的な学修を通して
ＡＩ・データサイエンスの考え方を
理解し、活用することができる。

ＡＩ・データサイエンス副専攻
～学部横断型の学び～

＊興味がある学生は学生便覧P.264をご確認ください。



履修登録 【期間について】

●履修登録期間
2022年4月7日（木）10：00～4月9日（土）23：59まで

●前学期履修変更期間
2022年4月11日（月）10：00～4月14日（木）23：59まで

●後学期履修変更期間
2022年9月8日（木）10：00～9月21日（水）23：59まで

※前学期・後学期及び通年科目すべて上記の期間に履修すること。

①授業内容・教室の規模に応じて履修登録を制限している科目もある。
②履修登録期間終了後に履修科目の追加登録はできません。



試験 【定期試験・追試験】

前学期定期試験

2022年7月25日（月） ～ 7月30日（土）まで

後学期定期試験

2023年1月16日（月） ～ 1月21日（土）まで

〇追試験
病気、その他やむを得ない事由で定期試験を未受験の学生に対して行う。

追試験を申し出ることができる要件は学生便覧を確認すること。



スケジュール

大学とは

履修登録の仕方（時間割作成）

卒業するためには

大学生活を過ごす上で



教職資格等

《教職課程》
１年次後学期から履修開始

７月頃教職ガイダンス実施（1年次生対象）

《司書・学芸員・社会教育主事》
１年次前学期から履修開始
資格課程ガイダンス（司書・司書教諭・学芸員・社会教育主事）

希望者は以下時間帯に必ず出席すること。

4月7日（木） 17:00～ S201教室

教職・学芸員・社会教育主事・司書等
資格取得が可能



※高校時に申請を行い「採用候補者」となった学生が対象

※なお、高校時に申請していない方で、日本学生支援機構奨学金の貸与を希望される
方につきましては、この説明会ではなく、新規在学採用の説明会を別途開催します。
掲示板等で日程・集合時間等を確認のうえ、出席してください。
ご不明な点については、１号館３階厚生課にお尋ねください。

日本学生支援機構奨学金

建築都市工学部
住居・インテリア学科 1年生

日程：4月6日（水）9：00～

場所：1号館2階 N204教室



教科書購入

教科書購入Webサイト

［日程］Webサイト公開期間

4/1（金）～5/31（火）
［場所］３号館８階教科書受渡所

4/4（月）～4/28（木）
※4/28以降は1号館横の丸善売店で受け渡し

・シラバスを確認すること。
・購入後の返品ができない場合があるため、履修登録が終了した後に
購入すること。



チャレンジマンス

100分授業の導入に応じて、
夏季や春季の休業期間の延長

◇夏季：7月31日（日）～9月14日（水）
◇春季：1月23日（月）～3月20日（月）

長期休業期間中の学外での活動を推奨
（例：海外研修・留学、ボランティア等の社会貢献活動、

インターンシップ参加など）

❄



出席

急な病気等で休まないといけないこともあるため、

普段から授業にはきちんと出席すること！

［本学学生のデータ分析の結果］

授業全体の出席率が

80％以下になると、

単位修得率が大きく下がることが分かっている。



三者面談

学期途中で出席率が低い学生については、
保護者の方へ文書を送付。

連続して対象となった学生については、

警告文書、退学勧告文書を送付。

学期末に出席率.GPA.修得単位数が低い学生については、
三者面談。

改善が見られない場合については、学則に基づく

懲戒（訓告、退学処分）を行うことがある。

1

3

2

4

対象にならないように、授業には必ず出席すること！



本日以降スケジュール

《4月6日（水）》

9:00～9:30 日本学生支援機構奨学金説明会
※採用候補者（高校時予約者）のみ

9:30～ 健康診断 3号館8階

11：30～ 学科懇談会・実習説明会
8号館3階 8315教室

《4月7日（木）》

10：00～ 履修登録開始

《4月8日（金）》 授業開始日
※詳細は、新入生オリエンテーション等日程表を確認



教務課からのお願い

１．電話に出てください
「092-673-5455」は建築都市工学部担当からの大事な連絡です。
必ず電話に出るか、折り返しの連絡をしてください。

２．学籍情報を更新してください
メールアドレス・電話番号が変わったら必ず更新してください。
住所変更等、K’ｓLifeで更新できない項目が変わったら、必ず教務課に届出を
してください。

３．わからないことは何でも相談してください
分からないことがあったら、まずは自分で調べてみてください。
調べても分からなければ、すぐ聞く、連絡する、相談するなどしてください。



コロナウイルス感染症の影響に伴う本学の対応

K`s LifeやHPで随時情報を更新していますので、

必ず確認するようにしてください。
大学への出校等に関わる本学の方針に従い、
各自、自己防衛に努めてください。



レベル１～２における「対面授業と遠隔授業を併用して授業を実施」の方法は、ハイ
フレックス型とします。

ハイフレックス型とは、教員は原則としてZoomを使って教室で授業を行い、学生の
皆さんは対面出席、遠隔出席のいずれかの方法で授業に参加する方法を指します。

授業

【ハイフレックス型のイメージ】

教室

対面出席

自宅・自習室等教室
以外の場所

同時配信

音声・チャット等での質問

遠隔出席

授業の実施方法【基本】



• ～グループ分け～

学生の皆さんの受講環境（対面出席と遠隔出席が同日に重ならない）に配慮し、
感染拡大防止と、学修機会の確保を両立させるため、大学として統一して、以下
の方法で出席率の調整を行います。

①全学生をＡ／Ｂ／Ｃ／Ｄの４グループに分けます。
一度、指定されたグループは、基本的に変更しません。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

グループ分けの結果は、K’sLifeで通知しているので、確認してください。

対面出席・遠隔出席の調整方法①



• ～グループ分け～

②レベルに応じて、対面出席のグループを指定します。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

【３グループを対面出席とする場合】

対面出席 遠隔出席

【２グループを対面出席とする場合】

Ａ Ｂ

対面出席

Ｃ Ｄ

遠隔出席

対面出席・遠隔出席の調整方法②



日 月 火 水 木 金 土
3 4 5 6 7 8 9

授業開始

BCD ABCD
① ①②

10 11 12 13 14 15 16
CDA DAB ABC BCD CDA
① ① ① ① ②

17 18 19 20 21 22 23
DAB ABC BCD CDA DAB ABCD
② ② ② ② ③ ③④

24 25 26 27 28 29 30
ABC BCD CDA DAB 昭和の日

③ ③ ③ ③

４　　      月

③実際の出講日については、学年暦のカレンダーを用いて、下記のように対
面出席するグループを指定します。指定は学期単位で行いますが、授業期
間途中でレベルが変更になった場合は、対面出席グループを再指定し、改
めて周知します。

【例：３グループを対面出席とする場合】

※出席グループは、K’sLifeの通知及び大学ＨＰで確認してください。

対面出席・遠隔出席の調整方法③



学部学科、授業科目により、実験実習、演習、ゼミナー
ル科目等については、教育効果を考慮し、遠隔グループで
あっても、対面での出席を求められることがあります。
その際は、授業科目担当者等の指示に従ってください。

・遠隔グループであっても、対面での出席を希望する場合
は、授業科目担当者に申し出てください。
・体調不良等の場合は出校しないでください。対面出席の
グループの場合は、授業科目担当者に相談してください。

学部学科、授業科目の特性に応じた対応


